
高齢者の「せん妄」というサイン
いつもはしっかりしているお父様が、急に「今

日は何日だ？」と混乱し始めた。

お母様が、夜になるとそわそわして、「知らない

人が部屋にいる」とありもしないことを言い出

す…。

ご家族が急に普段と違う様子を見せると、介護

されている方は「認知症が急に進んだのでは？」

と、とても不安になられることでしょう。

しかし、その「急な変化」は、認知症ではなく

「せん妄（せんもう）」かもしれません。
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🏡 訪問看護とは？
「せん妄」とは、何らかの体の不調が原因で、一時的に脳の働きが混乱している状態で

す。

一番のポイントは、「急に」（数時間から数日の単位で）症状が現れることです。

ゆっくりと進行することが多い認知症とは、この点が大きく異なります。

せん妄は、体からの「SOSサイン」のようなもの。原因となっている不調を治療すれば、

また元の状態に戻ることが多いのが特徴です。

2. よくある「せん妄」のサイン
ご家族が「いつもと違う」と感じたら、以下のようなサインがないか確認してみてくだ

さい。

♦注意力が散漫になる

話しかけてもぼーっとしている。

会話が続かず、すぐに話が飛んでしまう。

♦時間や場所がわからなくなる

「今どこにいるの？」「今は朝？」と何度も尋ねる。

♦幻覚（特に幻視）が見える

「部屋に虫がいる」「知らない子供が立っている」など、実際にはないものが見える

と言う。



せん妄は、脳そのものの病気ではなく、体の不調が引き金となって起こります。

特にご高齢者の場合、在宅生活でよくある、ささいなことがきっかけになり得ます。

脱水：水分補給が足りない。

感染症：肺炎や、特に気づきにくい尿路感染症（膀胱炎など）。

お薬：お薬が新しく始まった、変更された、量が多かった。

痛み：腰痛、膝の痛み、けがなどを我慢している。

便秘：お腹が張って苦しい。

環境の変化：入院や退院、デイサービスを始めた、介護者が変わった、といったストレ

ス。

♦感情が不安定になる

急に怒りっぽくなったり、逆にひどく落ち込んだりする。

夜になると特にそわそわと落ち着かなくなる（夜間せん妄）。

♦活動の変化

そわそわと動き回る（過活動型）。

逆に、一日中うとうとして元気がなく、反応が鈍い（低活動型）。

（※元気がなく静かな「低活動型」は、疲れが出ただけと思われ、見逃されやすいので注意

が必要です）

4. ご家族にできること：「もしかして？」と思ったら
① まずは、かかりつけ医（訪問診療医）に相談を

せん妄を疑ったら、絶対に「年のせい」「認知症のせい」と自己判断せず、すぐに主治医や訪問

看護師に連絡してください。

せん妄は、治療が必要な体の不調のサインです。原因（例えば感染症）を早く見つけて治療す

ることが、ご本人の回復への一番の近道です。

その際、「いつから」「どんな様子で」「いつもとどう違うか」を具体的に伝えていただけると、

診断の大きな助けになります。

② ご本人の不安に寄り添う

混乱しているご本人は、今起きていることが理解できず、非常に強い不安や恐怖を感じていま

す。

♦否定しない：ご本人が「虫がいる」と言っても、「そんなものはいない！」と強く否定せず、

「そうなの、不安だね」と、まずはその気持ちを受け止めてあげてください。

♦安心させる：「大丈夫だよ」「そばにいるよ」と優しく声をかけ、手を握るなど、安心できる

関わりを心がけてください。

♦環境を整える：部屋を適度に明るくし、静かな環境を作ります。カレンダーや時計を見やす

い場所に置くのも、ご本人が現実を認識する助けになります。

5. 介護するご家族へ

3. なぜ「せん妄」が起きるのでしょうか？

夜間にせん妄が起こると、ご家族は一睡もできず、心身ともに疲れ果ててしまうことでしょ

う。せん妄は、ご本人だけでなく、ご家族にとっても非常につらい出来事です。

大切なのは、「自分たちの介護が悪いせいだ」とご自身を責めないことです。せん妄は、誰にで

も起こりうる症状です。

「いつもと違う」というご家族の気づきこそが、治療の第一歩です。

一人で、ご家族だけで抱え込まず、私たち在宅医療チームを遠慮なく頼ってください。一緒に

原因を探し、ご本人とご家族が安心して過ごせる時間を取り戻すお手伝いをいたします。


